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子宮内膜組織の PGF2α分泌を濃度依存的に刺激したoその刺激は 1LM において有意であったOま
た,pGF2α産生におよぼす pGF2α(1トtM)の刺激作用は黄体初期より中期､中期より後期に強かった｡
pGF2α(0.01-1LIM)は培養子宮内膜上皮および間質細胞における PGF2α分泌を濃度依存的に刺激し､
その影響はそれぞれ 0.01および 1LM において有意であった.以上の結果からvEGFならびに PGF
2αがウシ子宮における PGF2α産生調節因子であることが示された｡
これらの知見はウシを含む晴乳動物の子宮機能の解明に寄与するだけでなく､子宮の機能性疾患に起
因する不妊症の診断､治療法の開発のための基礎資料として極めて意義深いものである｡本学位審査会
はこれらの成果をまとめた本論文の内容および参考文献を総合的に審査し､本論文が博士学位 (農学)
に値するものと判断した｡
